
「
料
理
の
鉄
人
」
出
演
の
感
想
に
始
ま
り
、

料
理
用
語
の
説
明
、
店
名
の
由
来
、
坂
井
氏
の

好
物
料
理
等
と
話
は
展
開
す
る
。
非
常
に
具
体

的
な
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
坂
井
氏
の
人
と
し

て
の
生
き
方
や
、
常
に
状
況
を
的
確
に
捉
え
、

勝
ち
組
み
に
入
っ
て
き
た
体
験
談
に
は
随
所
に

キ
ラ
リ
と
光
る
も
の
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

店　
名　
の　
「　
ラ　
・　
ロ　
シ　
ェ　
ル　
」　
は　
、　
大　
西　
洋　
に　

面　
し　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
港　
町　
の　
地　
名　
。　
入　
り　
江　
か　
ら　

見　
え　
る　
風　
景　
が　
大　
変　
素　
晴　
ら　
し　
い　
こ　
の　
町　
は　
、　
若　

い　
画　
家　
に　
好　
ん　
で　
描　
か　
れ　
、　
彼　
ら　
の　
多　
く　
が　
世　
に　

出　
た　
こ　
と　
か　
ら　
「　
店　
を　
出　
す　
と　
き　
は　
こ　
の　
名　
前　
で　

世　
に　
出　
る　
ぞ　
」　
と　
決　
め　
て　
い　
た　
そ　
う　
だ　
。　
そ　
の　
お　

店　
で　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
ウ　
ェ　
デ　
ィ　
ン　
グ　
を　
始　
め　
る　
な　
ど　
、　

新　
し　
い　
分　
野　
に　
も　
挑　
戦　
し　
て　
い　
る　
。　

坂
井
氏
は
、
料
理
と
は
そ
の
人
の
感
性
だ
と

い
う
。
自
分
の
感
性
を
お
皿
の
上
に
表
現
で
き

な
け
れ
ば
自
分
の
ス
タ
イ
ル
は
完
成
し
な
い
、

と
言
い
切
る
。
生
涯
現
役
で
、
い
つ
か
料
理
を

通
じ
て
自
分
の
館
が
で
き
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
そ
う
だ
。
常
に
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
つ

づ
け
る
坂
井
宏
行
氏
の
更
な
る
ご
活
躍
を
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。

終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
坂
井
氏
の
ク
ッ
キ

ー
と
レ
シ
ピ
が
お
土
産
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。
ま
た
、
学
生
が
ゼ
ミ
の
一
環
と
し
て
行

っ
た
、
書
籍
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ク
ッ
キ
ー
の

販
売
も
大
好
評
だ
っ
た
。

講
演
会
に
引
き
続
き
、
大
学

内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
、
後

援
会
会
員
と
大
学
教
職
員
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は

会
員
五
十
二
名
、
教
職
員
二
十

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。フ

レ
ン
チ
の
鉄
人
の
講
演
会

に
ち
な
み
、
懇
談
会
で
は
坂
井

氏
の
料
理
本
の
中
か
ら
「
イ

サ
キ
の
か
り
か
り
焼
き
」
と

「
粉
吹
き
ジ
ャ
ガ
芋
の
明
太
子
ま

ぶ
し
」
を
提
供
し
た
。
ま
た
、

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
坂

井
氏
ご
自
身

に
も
ご
参
加

い
た
だ
い
た
。

今　
後　
も　
楽　

し
い
企
画
を

考
え
て
お
り
、

会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し

た
い
。

平
成
十
三
年
十
一
月
三
日
（
土
）
の
大
学
祭
初
日
、
後
援
会
で
は
フ
レ
ン
チ
の
鉄
人

坂
井
宏
行
氏
を
お
迎
え
し
講
演
会
を
開
催
、
大
講
義
室
は
二
百
八
十
七
名
の
参
加
者
で

埋
ま
っ
た
。
「
料
理
の
鉄
人
（
最
終
回
）
」
の
ビ
デ
オ
放
映
で
幕
を
開
け
た
講
演
会
は
、

事
業
構
想
学
部
恩
地
宏
教
授
と
の
対
談
形
式
で
行
わ
れ
た
。
坂
井
氏
と
恩
地
教
授
は
、

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
創
設
者
が
、
一
九
七
四
年
六
本
木
に
「
西
洋
膳
所
ジ
ョ
ン
・
カ
ナ

ヤ
」
を
開
業
す
る
際
の
初
代
料
理
長
と
開
業
責
任
者
と
い
う
ご
関
係
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
お
二
人
の
対
談
に
、
会
場
内
は
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

D r．コパ、N H K プロジェク
ト X の制作者、仙台市長、石
原伸晃、伊奈かっぺい、岩井
俊二、宇宙飛行士、おすぎと
ピーコ、乙武洋匡、ガッツ石
松、北野たけし、黒柳徹子、
浅野知事、小泉総理、今野東、
坂本龍一、椎名誠、島田紳助、
セイン・カミュ、高橋尚子、
武田鉄矢、田嶋陽子、田中眞
紀子、田村亮子、陳健一、長
嶋茂雄、中坊公平、葉加瀬太
郎、フジコ・ヘミング、道場
六三郎、柳田邦男、吉永小百
合… etc。

今後も、みなさんに楽しんで
いただける講演会を開催したい
と思います。講演会に関しての
ご意見を事務局までお寄せくだ
さい。お待ちしております。

記事一覧

2
面
…
後
援
会
の
取
り
組
み

3
面
…
熱
い
２
日
間
、
大
学
祭

4
面
…
キ
ャ
リ
ア
開
発
室
便
り

教
員
か
ら
の
一
言

奨
学
金
の
ご
案
内

坂
井
氏
は
一
九
四
二
年
鹿
児
島
生
ま
れ
。

十
七
歳
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
道
に
入
り
、

一
九
八
〇
年
三
十
八
歳
で
独
立
。
青
山
に

「
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
」
を
開
店
。
渋
谷
に
店
を

移
転
し
現
在
に
至
る
。
一
九
九
四
年
か
ら

フ
ジ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
人
気
テ
レ
ビ

番
組
「
料
理
の
鉄
人
」
で
フ
レ
ン
チ
の
鉄

人
を
六
年
務
め
、
最
終
回
で
最
強
の
料
理

の
鉄
人
と
な
る
。

シェフコート姿で対談する坂井氏（写真右）
＝11月3日　大講義室

和やかに歓談する会員のみなさん
＝11月3日　大学レストラン

坂井シェフオリジナル料理も用意されて…



開
学
後
一
年
遅
れ
で
発
足
し
た
宮
城

大
学
後
援
会
は
、
本
年
度
で
四
年
間
の

一
巡
を
終
え
五
年
目
に
入
る
。

四
年
一
巡
と
は
い
っ
て
も
、
大
学

本
体
の
よ
う
に
四
年
と
い
う
数
字
に
は

そ
れ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
。
昨
年
度
第

一
期
生
を
送
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
後
援
会
と
し
て
経
験
す
べ
き
パ
タ

ー
ン
は
す
べ
て
経
験
し
た
、
と
も
い
え

る
。
た
だ
、
父
兄
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

子
息
の
四
年
間
の
学
園
生
活
を
支
え
る

金
額
と
し
て
四
万
円
を
負
担
し
て
お
り
、

父
兄
の
期
待
に
こ
た
え
る
役
割
を
何
と

か
こ
の
四
年
間
担
っ
て
こ
れ
た
こ
と
を

み
ん
な
で
喜
び
た
い
。
無
論
、
大
学
事

務
局
、
後
援
会
事
務
局
の
ご
苦
労
が
あ

っ
て
の
こ
と
。

会
が
発
足
し
て
し
ば
ら
く
は
、
手
探

り
の
運
営
が
続
い
た
。
学
生
活
動
の
ど

こ
に
厚
く
手
当
て
し
、
ど
こ
を
締
め
る

か
、
学
生
諸
君
の
代
表
と
話
し
合
い
も

持
っ
た
。
単
な
る
資
金
配
分
団
体
に
な

ら
な
い
よ
う
、
講
演
会
、
懇
談
会
と
い

う
自
主
事
業
も
大
学
祭
に
併
せ
開
い
た
。

二
巡
目
は
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
が
ち
だ
。

幸
い
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ

る
。
役
員
会
の
議
論
を
含
め
情
報
を
公

開
し
、
透
明
な
運
営
を
心
掛
け
た
い
。

気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
、
意
見
を
出
し
て

ほ
し
い
。

（
副
会
長
穴
澤
鉄
男
）

後
援
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
終
身
会
員

制
度
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
学
生
の
卒
業
に
伴
い
後

援
会
を
離
れ
る
会
員
の
方
々
が
、
卒
業
後
も

宮
城
大
学
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

す
。「
宮
城
大
学
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
的
性
格

を
併
せ
持
ち
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
希
望
に
よ

り
ご
加
入
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

会
費
二
万
円
で
、
年
二
回
発
行
の
後
援

会
報
や
大
学
及
び
後
援
会
主
催
行
事
の
ご
案

内
を
二
十
年
間
送
付
い
た
し
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
大
学
の
研
究
成
果
等
に
つ
い
て
も
お

知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
々
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
は
、
随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
式
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

十
二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た

後
援
会
理
事
会
に
お
い
て
、
大
学
教

職
員
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

大
学
か
ら
は
、
福
田
学
長
を
は

じ
め
副
学
長
、
看
護
学
部
長
、
事
業

構
想
学
部
長
な
ど
大
学
を
代
表
す
る

先
生
方
が
出
席
し
た
。
今
春
卒
業
す

る
第
二
期
生
の
就
職
内
定
率
が
、
第

一
期
生
同
様
、
好
調
に
推
移
し
て
お

り
、
未
内
定
者
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
就
職
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
報

告
が
さ
れ
た
。

理
事
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
大

学
に
対
し
て
情
報
発
信
や
、
魅
力
あ

る
大
学
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質
問
が

な
さ
れ
、
開
学
当
初
の
教
育
理
念
等

を
再
度
見
直
し
、
社
会
が
求
め
る
人

材
育
成
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

今
回
は
、
大
学
の
将
来
像
に
つ

い
て
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
、
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

4 月・総会（事業報告・計画、決算

報告・予算案）

・第1回理事会開催（新入生歓迎

パーティーの収支計画について

ほか）

・学生会助成（上半期分）

5 月・第 2 回理事会開催（サークル助

成、講演会事業についてほか）

6 月・サークル助成

7 月・後援会報6号発行

・看護学部大学説明会開催

・第 3 回理事会開催（卒業記念

事業、講演会事業についてほか）

8 月・定期健康診断助成

9 月・三者協議会（※）開催（講演会事

業についてほか）

10月・三者協議会開催（講演会事業・懇

談会についてほか）

・学生会助成（下半期分）

11月・大学祭助成

・坂井宏行氏講演会、懇談会開催

12月・第 4 回理事会開催（教職員と

の意見交換会）

1 月・第 5 回理事会開催（卒業記念

事業、ホームページ、終身会

員制度についてほか）

3 月・後援会報 7号発行

・会計監査予定

・第6回理事会開催予定

・卒業生への記念品等配布予定

※三者協議会＝理事代表、大学教

職員、学生代表によるもの

第
二
期
生
の
卒
業
記
念
事
業
に

つ
き
ま
し
て
、
学
生
の
意
見
も
取

り
入
れ
理
事
会
で
検
討
し
た
結
果
、

左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

①
学
生
に
対
す
る
記
念
品

看
護
学
部　

印
鑑
付
き
ボ
ー
ル

ペ
ン

事
業
構
想
学
部　

名
刺
入
れ

②
大
学
に
対
す
る
記
念
品

桜
の
苗
木

③
謝
恩
会
へ
の
助
成

な
お
、
桜
の
木
は
大
学
内
の
池

の
周
辺
に
植
栽
す
る
予
定
で
す
。

互いに意見を出し合う後援会役員○左と大学側＝12月17日　大学会議室



大
学
の
シ
ン
ボ
ル
・
大
階
段
を
ス
テ

ー
ジ
に
し
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
。
観
客
と
奏

者
の
距
離
を
無

く
し
た
い
と
い

う
意
図
か
ら
段

に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
ス
テ
ー

ジ
は
設
け
ず
、

必
要
最
低
限
の

ラ
イ
ン
で
客
席

と
密
着
す
る
形

で
、
迫
力
い
っ

ぱ
い
の
ラ
イ
ブ
を
行

っ
た
。
こ
の
ラ
イ
ブ

に
出
演
し
て

い
た
だ
い
た

の
は
、
仙
台

市
内
で
活
躍

す
る
社
会
人
バ

ン
ド
二
組
。
仙

台
市
で
行
わ
れ

る
定
禅
寺
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
、
大

学
祭
実
行

委　

員　

が　

「　
ス　
カ　
ウ　
ト　
」　

し　
た　
。　
大
階

段
は
想
像
以

上
に
音
響
効

果
が
高
く
、
と

き
に
ポ
ッ
プ
で
、

と
き
に
ム
ー
デ

ィ
ー
な
演
奏
は
、

階
段
に
腰
掛
け
て

聴
き
入
っ
て
く
れ

た
来
場
者
の
方
の

み
な
ら
ず
実
行
委

員
に
と
っ
て
も
、

正
に
Ｆ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
で

き
る
も
の
だ
っ
た
。

今
回
、
新

し
く
学
生
会

執
行
委
員
長

と
な
り
ま
し

た
事
業
計
画

学
科
一
年
の

佐
々
木
雄
介

で
す
。

私
が
考
え

る
学
生
会
像
、

そ
れ
は
「
双

方
向
の
学
生

会
」
で
す
。

執
行
委
員
会

な
ど
中
枢
に

い
る
一
部
の

学
生
が
い
ろ

い
ろ
な
事
項

を
決
め
、
そ
の
他
の
学

生
に
そ
の
結
果
を
伝
え

る
と
、
後
に
不
満
や
意

見
が
伝
え
ら
れ
、
決
め

た
学
生
・
伝
え
ら
れ
た

学
生
双
方
に
と
っ
て
後

味
の
悪
い
も
の
と
な
り
、

執
行
部
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
学
生
向

け
e

メ
ー
ル
な
ど

で
広
く
意
見
を
集

め
る
、
ま
た
意
見

交
換
の
場
を
設
け

る
な
ど
し
て
多
く

の
学
生
に
学
生
会

へ
の
感
心
を
持
っ

て
も
ら
い
学
生
会

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

宮
城
大
学
に

入
学
し
て
ま
だ
一

年
に
も
な
ら
な
い

私
が
こ
う
い
っ
た

大
任
を
預
か
り
、

意
欲
と
不
安
が
入

り
交
じ
っ
た
現
在

の
心
境
で
す
が
、

こ
の
春
入
学
す
る

新
入
生
を
引
っ
張

り
、
よ
り
生
き
生

き
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
が
お
く
れ
る
よ
う

職
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
学

生
会
を
厳
し
く
も
温
か

い
目
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
部
棟
内
で
は
、
サ
ー

ク
ル
や
学
生
有
志
の
絵
画

や
写
真
な
ど
の
作
品
展
示
、

サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
、

公
立
大
学
間
の
交
流
や

連
携
を
促
進

し
て
い
る

東
北
公
立

大
学
連
盟

（
Ｍ
Ｉ
Ｘ
）
主
催
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
そ
ば
打
ち

の
体
験
コ
ー
ナ

ー
（
し
か
も
そ

の
場
で
食
べ
ら

れ
る
）
な
ど
も
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
そ

ば
は
、
講
演
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
坂
井

シ
ェ
フ
も
召
し
上
が
り
、
思
わ
ず
そ
の

味
を
絶
賛
し
た
ほ
ど
お
い
し
か
っ
た
と

か
。

本
部
棟
前
に
設

置
さ
れ
た
野
外
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

学
生
有
志
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏

や
ダ
ン
ス
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
ス
テ
ー

ジ
を
囲
む
よ

う
に
設
置
さ

れ
た
露
店
街

で
は
さ
ま

ざ
ま
な
料

理
や
菓
子

を
扱
う
模

擬
店
が

立
ち
並
ぶ
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候

だ
っ
た
た
め
、
時
折
模
擬
店
の
テ
ン
ト

が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
浮
き
上
が

り
、
慌
て
て
重
り
を
く
く
り
付
け
る
と

い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸

い
大
事
に
は
至
ら
ず
、
大
勢
の
方
に
露

店
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。

そば打ち体験のできるコーナー
＝本部棟3F

特設ステージで歌う学生有志
＝野外特設ステージ

二
〇
〇
一
年
十
一
月
三
、
四
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

た
第
五
回
宮
城
大
学
大
学
祭
。
計
四
千
五
百
人
の
来
場
者
を
数
え
、

「
2

Ｆ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」　
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
熱
く
開
催
さ
れ
た
二
日
間

を
お
伝
え
し
た
い
。

平成13年度大学祭メーンイベント
「CRAZY JAZZ STEPS」＝大階段



キ
ャ
リ
ア
開
発
室
で
は
、
平
成
十
三
年

度
学
生
の
就
職
活
動
支
援
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

看
護
学
部
説
明
会
を
十
三
年
七
月
四
日
に
ホ

テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

四
十
五
ヵ
所
の
病
院
や
福
祉
施
設
等
の
職
員

採
用
担
当
の
方
（
七
十
四
人
）
に
学
部
の
広

報
を
す
る
と
と
も
に
、
四
年
生
学
生
と
の
交

流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。（
事
業
構
想
学
部

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
開
催

し
ま
し
た
）

第
一
期
生
の
就
職
は
、
好
調
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
く
二
期
生
の
就
職
状

況
も
、
一
期
生
同
様
、
次
の
と
お
り
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。

○
看
護
学
部

就
職
内
定
率
は
、
既
に
一
月
に
お
い
て

九
割
を
越
え
る
状
況
で
し
た
。
内
定
先
は
、

内
定
全
体
の
八
割
が
首
都
圏
や
地
元
の
中
心

的
な
大
・
中
規
模
の
総
合
病
院
の
看
護
師
で
、

二
割
が
保
健
師
・
養
護
教
諭
・
助
産
婦
学
校

へ
の
進
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
事
業
構
想
学
部

近
年
の
厳
し
い
就
職
戦
線
の
中
、
内
定

第
一
号
は
三
月
で
し
た
。
内
定
率
も
四
月
、

五
月
と
徐
々
に
増
え
、
六
月
を
ピ
ー
ク
と
し

て
、
秋
に
は
終
息
し
ま
し
た
。
内
定
先
は
、

事
業
計
画
学
科
は
、
首
都
圏
、
仙
台
地
元
を

中
心
に
、
大
規
模
企
業
か
ら
小
規
模
企
業
ま

で
、
業
種
・
職
種
に
つ
い
て
、
多
方
面
に
お

い
て
内
定
を
受
け
て
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
情
報

学
科
（
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
）
は
、
情
報

技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
業
界
中
心
で
、
同
学
科

（
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）
は
建
築
・
設
計

関
連
業
界
へ
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
開
発
室
　
佐
々
木
康
治
）

私
は
、
時

世
と
客
観
性

を
も
っ
て
宮

城
大
学
を
考

え
ペ
ン
を
取

る
も
の
で
あ
る
。

日
本
社
会
は
、
こ
こ
半
世
紀
に
渡

り
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、

国
の
浮
沈
に
関
わ
る
大
変
な
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
曖
昧

を
真
髄
と
し
た
日
本
の
諸
習
慣
に
対

す
る
欧
米
社
会
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｓ
か
Ｎ

Ｏ
表
現
へ
の
転
換
強
要
と
も
と
れ
る
。

ま
た
、
経
済
に
お
け
る
混
迷
は
、
日

本
の
企
業
倫
理
へ
の
世
界
か
ら
の
総

括
に
も
思
え
て
な
ら
な
い
。
宮
城
大

学
は
、
一
区
切
り
と
な
る
開
学
五
年

を
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
開
学
以

来
の
経
緯
を
省
み
て
も
、
宮
城
大
学

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
総
括
の

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
宮
城
大
学
、
ま
た
、
そ
こ
の
学
生

と
は
？
」
と
世
間
に
問
う
た
時
に
、

単
に
「
い
い
大
学
、
学
生
で
す
よ
」

と
聞
こ
え
て
く
る
程
度
で
満
足
し
て

い
る
よ
う
で
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も

東
北
の
雄
と
は
成
り
き
れ
な
い
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
開
学
時
に
一
期
生
と

接
す
る
中
で
、
彼
ら
が
持
っ
て
い
た

向
学
へ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
と
い
う

も
の
を
見
せ
ら
れ
た
時
の
新
鮮
な
イ

ン
パ
ク
ト
は
、
二
十
五
年
の
大
学
教

員
生
活
で
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

最
後
に
学
生
諸
君
へ
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
背
後
に
厳
し
い
時
代
が
迫
っ

て
い
る
折

“　井
の
中
の
蛙
”
に
な
ら

ず
、
サ
バ
イ
バ
ル
な
時
代
に
適
応
す

る
能
力
と
精
神
を
も
養
っ
て
欲
し
い
。

ま
た
、
ご
父
兄
に
は
、
そ
の
助
力
を

強
く
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　
教
員
か
ら
の
一
言

事
業
構
想
学
部
教
授三

橋
　
勇

学部・学科・コース 卒業者数 進学者数
就職希望
者数

就職（内
定）者数

就職（内
定）率％

看護
学部 看 護 学 科 95 8 86 85 98.8

事業
構想
学部

事業計画学科 120 15 94 85 90.4

デザイン
情報学科

情報システ
ムコース 34 0 33 32 97.0

空間デザイ
ンコース 52 10 38 31 81.6

計 301 33 251 233 92.8

平成13年度 就職内定状況平成13年度 就職内定状況

《

編
集
後
記

》

終　
身　
会　
員　
制　
度　
が　
本　
年　
度　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
、　
多　
く　
の　

方　
か　
ら　
入　
会　
の　
お　
申　
し　
込　
み　
を　
い　
た　
だ　
い　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
毎　
年　
規　
模　
を　
拡　
大　
し　
な　
が　
ら　
会　
報　
を　
お　
届　

け　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
、　
編　
集　
者　
と　
し　
て　
大　
変　
な　
責　
任　
を　

感　
じ　
ま　
す　
が　
、　
魅　
力　
あ　
る　
紙　
面　
作　
り　
に　
今　
後　
も　
意　
欲　
を　

持　
っ　
て　
取　
り　
組　
ん　
で　
参　
り　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
会　

報　
制　
作　
に　
ご　
協　
力　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
皆　
さ　
ま　
、　
あ　
り　
が　

と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

次
回
は
さ
ら
に
情
報
を
満
載
し
て
八
ペ
ー
ジ
の
紙

面
で
お
届
け
す
る
予
定
で
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
後
援
会
事
務
局
）

〈
連
絡
先
〉

〒
九
八
一
│

三
二
九
八

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
学
苑
一
番

宮
城
大
学
後
援
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
二
│

三
七
七
│

八
三
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
二
│

三
七
七
│

八
二
八
二

Ｅ
メ
ー
ル

募集は事務局前掲示でお知らせします。推薦で
きる人数には限りがあります。

（1）日本育英会奨学金
学内の審査を経て推薦します。
・第1 種（無利子償還）

学部　　月額42,000円（自宅通学）
48,000円（自宅外通学）

大学院　月額85,000円
・きぼう21プラン(有利子償還)

学部　　月額30,000円～100,000円
大学院　月額50,000円～130,000円

（2）宮城県看護学生修学資金（1 年更新）
月額32,000円（無利子）
募集時期は例年4 月上旬

（3）その他
・庄慶会奨学金　　　月額42,000円（無利子）
・亀井奨学金　　　　月額30,000円（無利子）
（外国人向け奨学金）

・文部科学省学習奨励費 月額5 2 , 0 00円（返還義
務なし）

・亀井奨学金　　　 月額5 0 , 0 00円（返還義
務なし）

※　詳しくは事務局学生班にお問い合わせください。
また、各地方公共団体等でも奨学制度を設け

ている場合がありますので出身の都道府県・市
区町村に直接問い合わせてください。

県内外の医療機関から多数の採用担当者が参加
＝7月4日　ホテル仙台プラザ

積極的に情報収集に取り組む看護学生

（平成14年 3 月1 日現在）（平成14年 3月1 日現在）


